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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２７年１１月１２日 

                        運輸安全委員会（海事部会）議決 

                         委 員 長  後 藤 昇 弘 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  石 川 敏 行 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 釣り客死亡 

発生日時 平成２７年８月４日 ２１時１５分ごろ 

発生場所 長崎県平戸市的山
あ づ ち

大島南西端沖 

 馬
うま

ノ頭
のかしら

鼻灯台から真方位１６０°０.２海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°２８.１′ 東経１２９°２９.９′） 

事故の概要  遊漁船第６恵比須
え び す

丸は、船長が１人で乗り組み、釣り客２人を乗

せ、長崎県平戸市的山大島南西端沖で釣りをして錨泊中、平成２７年

８月４日２１時１５分ごろ、釣り客の１人が、落水し、死亡した。 

事故調査の経過  平成２７年８月５日、本事故の調査を担当する主管調査官ほか１人

の船舶事故調査官を指名した。 

 平成２７年８月６日現場調査及び口述聴取、平成２７年８月７日、

９月３日、４日、１５日、１６日、１０月７日口述聴取 

 原因関係者から意見聴取を行った。  

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

  

 

遊漁船 第６恵比須丸、４.４４トン 

ＮＳ３－５７７３４（漁船登録番号）、個人所有 

９.８０ｍ（Lr）×２.３０ｍ×０.９０ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、３６.７８kＷ、昭和５２年９月５日 

第２９２－３４５５９号（船舶検査済票の番号） 

（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

        写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７０歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 
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  免許登録日  昭和５０年２月７日 

  免許証交付日 平成２６年１１月４日 

         （平成３２年２月７日まで有効） 

釣り客Ａ 男性 ５８歳 

 死傷者等 死亡 １人（釣り客Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ２ 

海象：海上 平穏、潮流 西流、水温 約２５℃  

 事故の経過  第６恵比須丸（以下「本船」という。）は、船長が１人で乗り組み、

釣り客Ａほか１人（以下「釣り客Ｂ」という。）を乗せ、平成２７年 

８月４日１８時３０分ごろ平戸市釜田漁港を出港し、的山大島南西端

沖（馬ノ頭鼻灯台から南南東０.２Ｍ付近）で錨泊した後、船首を東方

に向け、１９時４５分ごろからいか釣りを開始した。 

船長は、後部甲板右舷側でブルワーク＊1に背中を付けて座って手釣

りを、釣り客Ａ及び釣り客Ｂは、それぞれ前部甲板左舷側及び前部甲

板右舷側で、クーラーボックスに腰を掛けて竿
さお

釣りを始めた。 

船長は、その後、いかが釣れたときには釣り客に釣れた水深を教え

に、また、釣り客Ａは、船長の使っている仕掛け等の話を聞きに、そ

れぞれ２、３回操舵室脇の右舷側通路を行き来した。 

船長は、２１時１５分ごろ、釣り客Ａが、左舷側のブルワーク上面

を操舵室の端等につかまらず、船長の方に顔を向けて話しかけながら

船尾方に移動していたところ、船長の視界から消えるように落水した

のを目撃した。  

（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 船首から見た両舷通路等の状況 

釣り客Ｂは、釣り客Ａが落水したことに気付かなかった。 

船長は、近くにあった係船用のロープを左舷舷側から２～３ｍ付近

                             
＊1 「ブルワーク」とは、乗組員等の転落防止及び波の打ち込み軽減のために設けられる船側外板を上甲板より上

方まで延長した部分をいう。  
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で泳いでいた釣り客Ａの近くに投げたが、釣り客Ａがつかまることが

できなかったので、つかまるように言って固型式救命胴衣を３個投げ

た。 

船長は、釣り客Ｂに釣り客Ａが落水したことを知らせ、釣り客Ａを

見失わないよう依頼し、本船から錨索を外して機関を後進にかけ、間

もなく左舷後方３０ｍ付近に釣り客Ａを認めたので、反転して釣り客

Ａに近づいた。 

釣り客Ｂは、本船が釣り客Ａに近づいたとき、釣り客Ａの顔が海水

に漬かるのを目撃した。 

船長及び釣り客Ｂは、２１時２０分ごろ、固型式救命胴衣に片腕を

通した状態で浮いていた釣り客Ａを本船に引き揚げようとしたが、重

くて引き揚げることができず、その時、釣り客Ａが呼吸をしていない

ように見えた。 

船長及び釣り客Ｂは、釣り客Ａの体をロープで右舷舷側に固定した

後、２１時３２分ごろ１１８番通報するとともに、的山大島の知人に

救助を依頼した。 

釣り客Ａは、２２時４０分ごろ来援した僚船に引き揚げられ、平戸

市平戸港に移送された後、救急車で平戸市内の病院に搬送されたが、

２３時４７分ごろ医師により死亡が確認され、溺水と検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図、付図２ 乗船者等配置図 参照） 

 その他の事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 釣り客Ａ 

釣り客Ａは、健康状態は良好で泳ぐことができた。 

   釣り客Ａは、自宅から釜田漁港まで休憩を３回挟んで約６時間自

動車の運転を行っていたが、釣り客Ｂには釣り客Ａが疲れているよ

うには見えなかった。 

   釣り客Ａは、長袖のシャツの上に釣り用ベスト、ウエストがゴム

のズボンを着用し、長靴を履いていた。 

本事故後、釣り客Ａからアルコールは検知されなかった。 

(2) 本船の運航に関する情報 

船長は、ふだんは一本釣り漁業を行っており、釣り客Ａが来る夏

と冬に１回ずつ、遊漁船としての運航を行っていた。    

(3)  本船 

本船は、ふだんから左舷側通路には通行の妨げとなるドラム等の

障害物があるのでブイで左舷側通路の前後を塞ぎ、釣り客２人に右

舷側通路を使用するように指示していたものの、右舷側通路にも通

行の妨げとなるゴムホース、たも網等が置かれていた。 

通路の幅は、両舷とも約４６cm であった。 

ブルワークの上面はＦＲＰで、幅が約２３cm であり、甲板からの

高さが約５４cm、海面からの高さが約８３cm で、本事故当時、海水

で濡れるなどしておらず、滑りやすい状態ではなかった。 
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（写真２、写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

写真３ 船尾から見た左舷側通路のドラム 

 

  本船は、前部甲板上方約２.３ｍ及び後部甲板上方約２.０ｍに、

１,０００Ｗ及び１,５００Ｗの集魚灯がそれぞれ点灯されており、

甲板上面は昼間のように明るく照らされ、本船の周囲約３０ｍまで

の水面が視認できる明るさであった。 

船長及び釣り客Ｂは、本事故当時、波等による動揺又は衝撃を感

じていなかった。 

(4) 救命設備の状況 

  救命浮環は、通常取り付けられている救命索が切れた状態で、左

舷側通路後部付近に釣り道具、ペットボトル等と共に置かれてお

り、本事故時、使用されなかった。（写真４参照） 

 

 

 

 

 

 

写真４ 救命浮環 

 

 船長は、釣り客２人が乗船する際、救命胴衣を着用するよう言っ

たものの、釣り客Ａは、なぎのような状態だから大丈夫だろうと言

い、救命胴衣を着用せず、落水時も着用していなかった。 

船長及び釣り客Ｂは、乗船時から救命胴衣を着用していなかっ

た。 

(5) 安全管理の状況 

  ① 遊漁船業の適正化に関する法律（昭和６３年法律第９９号）に

基づく本船の業務規程には、安全の確保のために利用者が遵守す

べき事項の周知及び指示について、次の記載があった。   

   ・業務主任者（本船の場合は船長）は、利用者に対し、利用者が

遵守すべき事項を掲示により周知する。 

   ・業務主任者は、周知した遵守事項を利用者が遵守していないと

きは、遵守するよう指示する。 

ドラム 
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  ② 上記①に基づく遵守事項が、操舵室入口の窓の外に掲示されて

おり、救命胴衣については、次の記載があった。 

   ・乗船時は常時救命胴衣を着用すること。 

・救命胴衣は、必ず前面のファスナーを締め、下方の紐を結ぶこ

と。 

(6)  類似事故 

   平成２０年１０月以降に公表された運輸安全委員会の報告書によ

れば、総トン数２０トン未満の遊漁船において、船体動揺等により

釣り客等が落水して死亡した事例が９件あったが、ブルワーク上面

を移動中に落水した事例はなかった。    

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

(1) 釣り客Ａの死因は、溺水であった。 

(2)  事故発生に関する解析 

① 本船は、船長が１人で乗り組み、釣り客２人を乗せ、平成２７

年８月４日１８時３０分ごろ釜田漁港を出港し、的山大島南西端

沖で錨泊したのち、船首を東方に向け、１９時４５分ごろからい

か釣りを開始したものと考えられる。 

② 船長は、釣り客２人が乗船する際、救命胴衣を着用するよう言

ったものの、釣り客２人は着用せず、釣り客Ａは、落水時も救命

胴衣を着用していなかったものと考えられる。 

  また、船長自身も救命胴衣を着用していなかったものと考えら

れる。 

③ 船長及び釣り客Ａは、本事故発生前には、仕掛け、いかの釣れ

た水深等の話をしようと、それぞれ２、３回操舵室脇の右舷側通

路を行き来したものと考えられる。 

④ 釣り客Ａは、２１時１５分ごろ、ブルワーク上面を移動したこ

とから、落水したものと考えられる。 

⑤ 船長及び釣り客Ｂは、このとき、波等による動揺又は衝撃を感

じていなかったものと考えられる。 

  ⑥ 釣り客Ａは、本事故直前、左舷側のブルワーク上面を移動する

際、船長の方に顔を向けて話しかけていたことから、足下を見て

いなかった可能性があると考えられる。 

  ⑦ 次のことから釣り客Ａは、足を踏み外した可能性があると考え

られるが、本人が死亡したため、その状況を明らかにすることが

できなかった。 

・船長は、釣り客Ａが視界から消えるように落水するのを目撃し

たこと。 
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・ブルワークの上面は、滑りやすい状態ではなかったこと。 

・船長及び釣り客Ｂは、動揺又は衝撃を感じていなかったこと。 

(3)  釣り客Ａは、落水して溺水したものと考えられるが、溺水に至っ

た状況を明らかにすることはできなかった。 

(4)  被害の軽減措置に関する解析 

① 釣り客Ａが救命胴衣を着用していれば、海面に浮いていること

ができ、救助された可能性があると考えられる。 

② 救命浮環に救命索を取付け良好な状態に保ち、直ちに使用でき

るようにしていれば、落水者が救命浮環につかまり、早期に救助

された可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、的山大島南西端沖で釣りをして錨泊中、

釣り客Ａがブルワーク上面を移動したため、落水したことにより発生

したものと考えられる。  

再発防止策  今後の同種事故の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、次

のことが考えられる。 

・遊漁船の船長は、甲板上を移動する際の安全な通路を確保し、釣

り客に対して同通路の使用及びブルワーク上面を移動することが

ないよう指示を徹底すること。 

・遊漁船の船長は、救命浮環を良好な状態に保ち、直ちに使用でき

るようにしておくこと。 

・遊漁船の船長は、釣り客に救命胴衣を適切に着用させるととも

に、自ら救命胴衣を着用することにより釣り客に対して模範を示

すよう努めること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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付図２ 乗船者等配置図 

 

 
 

 

 

 

 

 


